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ガボン共和国月報（２０１９年９月） 

２０１９年９月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●国民議会補欠選挙第２回投票結果の公表 

●ボンゴ大統領夫妻のオート・オグエ州訪問 

【経済】 

●経済再建計画（ＰＲＥ）の来年６月までの延長 

●フランスの民間取引信用保険会社コファス（Coface）によるガボンビジネス環境に関す

る報告書の発表 

●ガボンの２０１９年第１四半期の輸出額が前年に比べ増加 

 

【内政】 

１ 国民議会における第２会期の開催 

 ２日，国民議会議長は同議会の第２会期の開催を宣言し，本年８月１６日のボンゴ大統

領の国民向け演説を引用しつつ，国民に愛国主義，国の統一及び平和を呼びかけた。（３日

付ＵＮ） 

２ 上院における第２会期の開催 

 ２日，上院議長は同院の第２会期の開催を宣言し，本年８月１６日のボンゴ大統領の国

民向け演説を引用しつつ，国のまとまった発展のために必要不可欠なガボン人の統一など

を国民に呼びかけた。（３日付ＵＮ） 

３ 国民議会補欠選挙第２回投票結果の公表 

 ５日，ガボン選挙センター（ＣＧＥ）が客月３１日に開催された国民議会補欠選挙第２

回投票の結果を公表した。ウォル・ンテム州（オカノ県第２選挙区）のエマネ・アンゴレ

（Mr.EMANE ANGORE Habib Junior，ガボン民主党（ＰＤＧ））氏，ングニエ州（ムイラ市第

１選挙区）のマビアラ（Mr.MABIALA Serge Maurice，相続と近代性（ＲＨＭ））氏，ングニ

エ州（オグル県第１選挙区）のムレンギ（Ms.MOULENGUI Gladys，社会民主党(ＰＳＤ)）氏

及びオグエ・イヴィンド州（ザディエ県第３選挙区）のエフカ（Mr.EFOUCKA Dieudonne，

ガボン社会民主党（ＳＤＧ））氏がそれぞれ当選した。（６日付ＵＮ等） 

４ 憲法裁判所裁判官宣誓式へのボンゴ大統領の主宰 

 ２４日，ボンゴ大統領は，本年８月７日に任命された９名の憲法裁判所裁判官の宣誓式

を主宰した。（２４日付ＵＮ） 

５ ボンゴ大統領夫妻のオート・オグエ州訪問 

ボンゴ大統領は，２７日（金）から２９日（日）にかけてシルビア夫人とともにオート・

オグエ州を訪問した。ボンゴ大統領はオート・オグエ州の州都であるフランスビルにおい

て，「第２回マスク１０キロマラソン」の優勝者にトロフィーを授けた。また，シルビア夫
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人は，女性の癌対策を行う自身の基金による「オクトーバー・ローズ」活動の開会式に出

席した。 

 

【経済】 

１ 経済再建計画（ＰＲＥ）の来年６月までの延長 

 政府は，ＰＲＥの６ヶ月延長を発表した。右発表により，本年１２月に予定されていた

本計画の期限が来年６月までとなった。（４日付ＧＭＴ） 

２ 中国企業による木材加工工場の開設 

 ４日，ホワイト森林大臣はンコク経済特区において（中国企業の投資による）２つの木

材加工工場のオープン式典を執り行った。また，同式典のマージンで，ガボンと中国の間

で森林及び保護区域におけるガバナンス向上のためのパートナーシップ合意が署名された。

（６日付ＵＮ） 

３ フランスの民間取引信用保険会社コファス（Coface）によるガボンビジネス環境に関

する報告書の発表 

 本年７月４日にCoface社が発表した「アフリカにおける政治リスク：緊張状態は高まる」

と題された報告書は，本年１月のクーデター未遂事件を受け，ガボンのビジネス環境をア

フリカ諸国内で（下から）５番目と評価するなど，ガボンの社会的リスクの高まりを主張

した。 

４ ロシアとの貿易額が６年間で１００倍以上に増加 

 ４日，ンゴゲ・ベカレ首相は，駐ガボン露大使の表敬を受け，とりわけ両国の経済関係

について協議した。両国間の貿易額はここ６年間で６億セーファから７００億セーファに

増加した。（９日付ＧＭＴ） 

５ 豪 Genmin Group 社が来年までに鉄鋼生産量を上限５百万トンに増産する見込み 

 豪 Genmin Group 代表はオンド・ンバ鉱山・エネルギー・水力資源大臣と会談し，同社は

来年までに５百万トンを上限に鉄鋼生産量を増産する意向を伝えた。（２０日付ＧＭＴ） 

６ オウォノ・ンバ経済・財務・国家連帯大臣，５％の経済成長率（２０２０年）を期待 

 オウォノ・ンバ経済・財務・国家連帯大臣は，来年の経済成長率は５％に達することを

期待していると発言した。また，「オ」大臣は経済危機に関して，「政府は重要な改革を推

進してきた。全ての改革が完璧でなくとも，我々はその効果を実感し始めている」と発言

した。（２３日付ＧＭＴ） 

７ ガボンの２０１９年第１四半期の輸出額が前年に比べ増加 

 ガボンの２０１９年第１四半期の輸出額が，石油関連の輸出増に加え，マンガン，金，

パーム油等の石油製品以外の輸出増により，前年同時期比で１４．８％増の１兆６，２８

０億セーファを記録した。（２６日付ＵＮ） 

８ ガボン政府，中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）から１，０００億セーファ

借入 

 ガボン政府は，ＣＥＭＡＣから２０１９年から２０２４年の５年間で１，０００億セー
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ファを利息６．２５％で借り入れた。同資金は主に農業，教育，保健，道路インフラ，職

業訓練，住宅に充てられる予定。 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス），ＬＰ（LOUP 紙），EN（エコ

ー・ノール紙），ＧＭＴ（ガボンメディアタイム），ＧＩ（ガボンインフォズ） 


